
平成 27 年台風第 18 号等に係る関係省庁災害対策会議 

（第 4回） 

 

議 事 次 第 

 

 

 

日時：平成２７年９月１４日（月）１０：１０～ 

場所：合同庁舎８号館３階 災害対策本部会議室  

 

１．山谷内閣府特命担当大臣（防災）挨拶 

 

２．テレビ会議（茨城県庁） 

 

３．被害状況及び各省庁の対応状況 

 

４．その他 
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【当庁航空機による救助状況】 計９９名（１０日１６名、１１日８３名救助） 

（うち重症者１名） 
１０日 

・ＭＨ６９０：１６０３までの間、常総市福祉センター付近の複数の民家から、被災 

者７名を吊り上げ救助。茨城県の指示により前川製作所にて消防に引 

き継いだ。 

１６４８～１７０５の間、常総市福祉センター付近の民家から被災者 

４名を吊り上げ救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

１９４３～２０１３の間、孤立した橋梁上から被災者４名を吊り上げ 

救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

・ＭＨ６８８：２３２１～２３２８の間、孤立した橋梁上から被災者１名を吊り上げ 

       救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

１１日 

・ＭＨ６９０：０５１４～０６５４の間、水海道駅付近にて、被災者９名を吊り上げ 

救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

０８５２～１０２３の間、水海道駅付近にて、被災者14名を吊り上げ 

救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

１３５５～１５０９の間、水海道駅付近にて、被災者９名を吊り上げ 

救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

・ＭＨ６８８：０５４７～０７２８の間、水海道駅付近にて、被災者10名を吊り上げ 

救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

１０３０～１１５６の間、水海道駅付近にて、被災者８名を吊り上げ 

救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

１５０６～１６２８の間、水海道駅付近にて、被災者12名を吊り上げ 

救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

・ＭＨ９７０：０５５２～０６２９の間、水海道駅付近にて、被災者６名を吊り上げ 

救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

１２４８～１２５２の間、水街道駅付近にて、被災者４名を吊り上げ 

救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

・ＭＨ９１６：０７０７～０７２４の間、水海道駅付近にて、被災者１名（重症者） 

を吊り上げ救助。前川製作所にて消防に引き継いだ。 

１１２１～１２３２の間、水海道駅付近にて、被災者５名を吊り上げ 

救助。前川製作所にて消防に引継いだ。 

・ＭＨ９６０：１６５２～１７３７の間、水海道駅付近にて、被災者５名を吊り上げ 

救助。前川製作所へ引き継いだ。 

１２日 

 ・０７５５～０９００の間、茨城県より指定された捜索エリアを捜索するも救助を求

める者を認めず。捜索エリアに水没している地域はほとんどなく、陸上の救助勢力

が活動できる状況。 

 ・１６００ 茨城県から、水は引き始めており、当庁航空機に対する要請はない旨連

絡を受けたことから、本庁、第三管区海上保安本部、茨城海上保安部の

対策本部を廃止。 
 

【その他の対応】 

   ・リエゾンとして茨城県災害対策本部へ職員３名を派遣（１２日、解除） 

   ・支援職員として茨城県災害対策本部へ職員２名を派遣（１１日、解除） 

   ・茨城空港で回転翼機２機分のスポットを確保済み 
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